明るい うち は 風が あつたが、 陽が 落ちる と 一 処に綺 

麗に ffl いで、 街 は 夢の やうに うっとり とした。 —— 円 

タクの 運転手が、 今年の 冬 は 実に 長かった！ と 力 を 

込めて 話しかけた 後に、 然し また、 これから は 事故が 

多くなる ので、 浮々 して は 居られない、 事故で は 自転 

車が 一番多い、 居眠り をしながら 走って ゐる のが ある 

の だから …… 。 

「だが、 今夜の やうな 陽気 だと、 吾々 もつ い 眠くな り 

さう だ。 気をつけなければ ならない —— 」 

など、 眩いで ゐた。 

「未だ 歩いて ゐた のか？」 



D が、 さう 云った の は 酒場の 事で ある。 

「おい、 D —— 」 

と B が、 手 持 無沙汰から D の 肩 をつ かんで 睨めた。 

「俺 は 眠い よ。 だから 今夜 はお 前が E ともみ 合 ひを始 

めても、 俺 は、 うっとりと 聞いて ゐ るから ね。 眠気 醒 

しだ ご 

「今日 俺 は、 エレべ— タ ー の 中で 居眠り をして ゐる人 

を 見た よ。 七 階まで 三度 往復して ゐ たが …… 気がつい 

て 見る と、 俺 も、 ぼんやり 三度 往復して ゐた。 好い あ 

ん ばいに 運転手 も 気がつかなかった がご 

「リフトの 運転手が、 眠気に 襲 はれたら 辛いだら うな、 



客の 顔が のぞき 出て ゐる。 だが、 それらの 無数の 表情 

は 一 様に 向 ふ を 眺めて 何 か 好意に 充 ちて ゐ るかの やう 

な 長閑な 微笑が 漂 ふ てゐ た。 

人々 の 肩の 間から 事故の 焦点 を 注視す ると、 交叉点 

の ゴ—. ストップに 故障が 生じた ので ある。 二人の 係 

官が 満身の 力 を 込めて、 ハンドル を 回さう として ゐる 

ので あるが、 断然 動か なくなって しまったの だ。 

「や あ、 ゴ— • ストップが 眠って しまった ご 

「誰か 手伝って …… 」 

そんな 声が する。 

一 人の 係官 は、 の 係官の 助け を 借りて、 「交通整理 



機」 の 柱 をよ ぢ 登って、 あの 灯籠の やうな 個所に 踏み 

止まって、 仔細に、 故障の 個所 を 験べ はぢ めた。 —— - 

帽子が 邪魔に なって、 下に 投げ 棄 てた。 気の毒に も、 

汗に 堪 へられ なくなつ たと 見えて、 上着 を 勇ましく 脱 

ぎ棄 てゝ、 懸命に 表示板 を 叩いて、 首 を 傾げて ゐる。 

別の 信号灯が 用意され て、 交通 は 間もなく 開けた が 

「交通整理 機」 の 故障 は、 容易に 回復し なかった。 —— 

街々 の 光り を 映して 流れる 河の やうな 往来 は、 もう そ 

め まぐ る 

んな ことに は 気 もっかず、 目眩し く、 とうとうと 流れ 

て 止まなかった が、 その 真ン 中の 動かぬ ゴ！ スト ッ 

プの 上で、 飽くまで も 修繕の 仕事に 没頭して ゐる 係員 
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